
１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ △ 有

2 社外取締役 ○ ○ 有

3 社外取締役 ○ ○ 有

4 社外取締役 ○ ○ 有

5 社外取締役 ○ △ 有

6 社外取締役 △ 新任

7 社外監査役 ○ ○ 　 訂正・変更 有

8 社外監査役 ○ ○ 有

9 社外監査役 ○ ○ 新任 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明

1

2

3

4

小松百合弥

岡島　眞理

西山　圭太

鬼頭　誠司

該当状況についての説明（※４）

浅野敏雄氏は、2016年3月まで、旭化成株式会社の業務執行者でありま
した。同社は、当社の製品販売先および原料仕入先でありますが、当社
グループの同社グループに対する売上高は当社グループの連結売上高の
１パーセント未満であり、また当社グループの同社グループからの仕入
高は同社グループの連結売上高の１パーセント未満であります。また、
同氏は、公益財団法人がん研究会の理事長を務めており、当社は同法人
に対して、一定額の寄付を行っておりますが、その金額は、当社「社外
役員の独立性に関する基準」に定める額を超えない軽微なものであるこ
とから、社外取締役としての独立性に影響を及ぼすものではないと考え
ております。

選任の理由（※５）

独 立 役 員 届 出 書

異動内容
本人の
同意

異動（予定）日

役員の属性（※２・３）

会社名

提出日 2026/5/21

独立役員届出書の
提出理由

番号

2026/6/19

コード株式会社ダイセル 4202

・定時株主総会に社外役員の選任議案が付議されるため。

番号

浅野敏雄氏は、化学品の製造・販売を行う企業の経営で培われた経営者としての豊富
な見識・経験等に基づき、取締役会における重要な意思決定等に際し、主に生産設備
への投資における製品特有の品質管理に関する事項、子会社吸収分割における基本思
想や位置づけの在り方、海外製造拠点からの輸入品割合に関する事項、労働災害にお
ける人の行動や心理面を踏まえた再発防止策の在り方などについて、公平および公正
な見地で積極的に発言を行い、監督機能を十分に果たしております。また、「4．補
足説明」に記載の、当社が定める「社外役員の独立性に関する基準」を満たしており
ます。
これらのことから、一般株主と利益相反が生じる恐れがないと判断し、独立役員とし
て指定するものであります。

小松百合弥氏は、国内外の投資会社や情報・通信会社の経営で培われた経営者として
の豊富な見識・経験等に基づき、取締役会における重要な意思決定等に際し、主に米
国関税政策による各事業セグメントへの影響に関する事項、子会社吸収分割における
業務オペレーション効率化の在り方、中長期視点でのグローバル生産体制再構築の在
り方、設備投資判断時点からの環境の変化を踏まえた、事業撤退や継続判断の在り方
などについて、公平および公正な見地で積極的に発言を行い、監督機能を十分に果た
しております。また、「4．補足説明」に記載の、当社が定める「社外役員の独立性
に関する基準」を満たしております。
これらのことから、一般株主と利益相反が生じる恐れがないと判断し、独立役員とし
て指定するものであります。

岡島眞理氏は、顧客満足やSDGｓを中心とした社会課題等に係わる様々な研究を行う
学識経験者としての高度な専門的知識、幅広い見識等に基づき、取締役会における重
要な意思決定等に際し、主に子会社吸収分割におけるPMIの在り方、労働災害発生時に
おける従業員へのメンタルケアの在り方、次期中期戦略策定における議論の在り方、
サステナビリティ戦略に対する国際動向の影響および人権デューデリジェンスに関す
る事項などについて、公平および公正な見地で積極的に発言を行い、監督機能を十分
に果たしております。また、「4．補足説明」に記載の、当社が定める「社外役員の
独立性に関する基準」を満たしております。
これらのことから、一般株主と利益相反が生じる恐れがないと判断し、独立役員とし
て指定するものであります。

西山圭太氏は、経済産業省における職務で培われた経済産業政策、ＩＴ政策に関する
深い知見、および電力会社や投資会社で培われた経営者としての豊富な知見等に基づ
き、取締役会における重要な意思決定等に際し、主に事業ポートフォリオの変遷や当
社製品が市場に与える価値等に関する投資家への説明の在り方、子会社吸収分割に伴
う価値創出効果に関する説明の在り方、生成AIの活用状況に関する事項、設備投資判
断時点からの市場変化の見通しに関する事後的な検証の在り方などについて、公平お
よび公正な見地で積極的に発言を行い、監督機能を十分に果たしております。また、
「4．補足説明」に記載の、当社が定める「社外役員の独立性に関する基準」を満た
しております。
これらのことから、一般株主と利益相反が生じる恐れがないと判断し、独立役員とし
て指定するものであります。

社外取締役／
社外監査役

独立役員氏名

浅野　敏雄

上野　佐有

幕田　英雄

北山　久恵

長谷川浩司

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）
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４．補足説明
＜社外役員の独立性に関する基準＞

当社において、「社外取締役または社外監査役（以下あわせて「社外役員」という）が独立性を有する」とは、「当該社外役員が、以下のいずれにも該当することな
く、当社の経営陣から独立した存在であること」をいうものとする。

１．当社および当社のグループ企業（以下「当社グループ」という）の業務執行者等（※1）ならびにその近親者等（※2）
２．当社グループを主要な取引先とする者（※3）またはその業務執行者等
３．当社グループの主要な取引先（※4）またはその業務執行者等
４．当社の大株主（※5）またはその業務執行者等
５．当社グループから一定額以上の寄付または助成を受けている組織（※6）の理事その他の業務執行者等
６．当社グループから役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、公認会計士等の会計専門家、弁護士等の法律専門家（※7）（当該財産を
得ている者が法人、組合等の団体である場合には、当該団体に所属する者および過去3年間において所属していた者をいう）
※1：「業務執行者等」とは、取締役（社外取締役を除く）、執行役員および使用人等の業務を執行する者ならびに過去3年間において業務を執行していた者をいう。
※2：「近親者等」とは、取締役（社外取締役を除く）、執行役員および部門長等の重要な業務を執行する者の2親等内の親族をいう。
※3：「当社グループを主要な取引先とする者」とは、当社グループに対して製品またはサービスを提供している取引先グループ（直接の取引先が属する連結グルー
プに属する会社をいう。以下同じ）であって、過去3事業年度のいずれかにおける当社グループと当該取引先グループとの取引額が、当該取引先グループの連結売上
高の2％を超える者をいう。
※4：「当社グループの主要な取引先」とは、以下のいずれかに該当する者をいう。
①当社グループが製品またはサービスを提供している取引先グループであって、過去3事業年度のいずれかの当社グループと当該取引先グループとの取引額が、当社
グループの連結売上高の2％を超える者
②当社グループが借入れをしている金融機関グループ（直接の借入先が属する連結グループに属する会社をいう）であって、過去3事業年度いずれかの当社グループ
の当該金融機関グループからの全借入額が、当社グループの連結総資産の2％を超える者
※5：「大株主」とは、当社の総株主等の議決権の10％以上の議決権を直接または間接的に保有している者をいう。
※6：「当社グループから一定額以上の寄付または助成を受けている組織」とは、過去3事業年度いずれかにおいて年間10百万円を超える寄付または助成を受けてい
る、公益財団法人、公益社団法人、非営利法人等の組織をいう。
※7：「当社グループから役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、公認会計士等の会計専門家、弁護士等の法律専門家」とは、役員報酬
以外に過去3事業年度いずれかにおいて、10百万円を超える財産を得ている者、または当社グループからその団体の連結売上高または総収入額の2％を超える財産を
得ている団体に所属する者をいう。

鬼頭誠司氏は、2023年7月まで、日本生命保険相互会社の業務執行者で
ありました。同社は、当社の借入先であり、当社と保険契約があります
が、当社グループの同社グループからの借入は、当社グループの連結総
資産の1パーセント未満であり、また当社グループの同社グループに対す
る支払保険料は同社の保険料等収入額の１パーセント未満であり、社外
取締役としての独立性に影響を及ぼすものではないと考えております。

鬼頭誠司氏は、金融機関の経営で培われた経営者としての豊富な知見等に基づき、取
締役会における重要な意思決定等に際し、主に人事制度改定に伴う趣旨の社内浸透、
人財育成・採用方針、従業員エンゲージメントに関する事項、投資先事業における想
定外のリスク対応に関する事項、業務委託先を含めたグループ全体での情報セキュリ
ティ対策に関する事項、安全・品質に関するルールの明確化および事業場への徹底の
在り方などについて、公平および公正な見地で積極的に発言を行い、監督機能を十分
に果たしております。また、「4．補足説明」に記載の、当社が定める「社外役員の
独立性に関する基準」を満たしております。
これらのことから、一般株主と利益相反が生じる恐れがないと判断し、独立役員とし
て指定するものであります。

長谷川浩司氏は、情報システム関連企業における経営経験を有しており、また、コー
ポレート・ガバナンス、経営学、サステナビリティ経営およびリスクマネジメント等
に係わる様々な研究を行う学識経験者としての高度な専門的知識、幅広い見識に基づ
き、取締役会における重要な意思決定等に際し、また監査方針の策定をはじめとする
監査役会における決議や協議にあたり、公平および公正な見地で積極的に発言を行
い、監査機能を十分に果たすことが期待されています。また、「4．補足説明」に記
載の、当社が定める「社外役員の独立性に関する基準」を満たしております。
これらのことから、一般株主と利益相反が生じる恐れがないと判断し、独立役員とし
て指定するものであります。

上野佐有氏は過去において、三井物産グループの要職を歴任しており、
当社グループは、同社グループとの間で、営業上の取引があります。し
かしながら同氏は、2025年3月に同社執行役員を退任して以降、同社の
業務執行に携わっておりません。

上野佐有氏は、大手総合商社における経営戦略の策定、当社の主要な事業でもある化
学製品に関する、サステナビリティにも配慮した世界的な販売戦略策定と拡販の推
進、同社執行役員としての経営経験に加え、当社の主な商圏の一つである米国におけ
る、豊富なビジネス経験と人的ネットワークを有していることから、これらの専門的
知識、幅広い見識等に基づき、取締役会における重要な意思決定等に際し、公平およ
び公正な見地で積極的に発言を行い、監督機能を十分に果たすことが期待されていま
す。

幕田英雄氏は、2023年2月まで、当社が法律上の助言業務を依頼してい
る長島・大野・常松法律事務所に所属する弁護士でありました。当社の
同事務所に対する支払額は、同事務所の売上高の2パーセント未満であり
ます。また、当社は同氏に対して、銀座中央法律事務所に所属する弁護
士として、法律上の助言業務を依頼しておりますが、その報酬としての
支払額は、当社「社外役員の独立性に関する基準」に定める額を超えな
い軽微なものであることから、社外監査役としての独立性に影響を及ぼ
すものではないと考えております。

幕田英雄氏は、法律家としての高度な専門的知識・見識および企業法務にかかわって
培われた経験等に基づき、取締役会における重要な意思決定等に際し、また監査方針
の策定をはじめとする監査役会における決議や協議にあたり、主に弁護士としての専
門的な観点から、子会社吸収分割に伴う監査機能の統合の在り方、労働災害に関する
原因分析、再発防止策検討、対外公表の在り方、中期戦略における成長ストーリーに
関する事項、国際情勢の変化による当社海外拠点への影響と今後の見通しに関する事
項などについて、公平および公正な見地で積極的に発言を行い、監査機能を十分に果
たしております。また、「4．補足説明」に記載の、当社が定める「社外役員の独立
性に関する基準」を満たしております。
これらのことから、一般株主と利益相反が生じる恐れがないと判断し、独立役員とし
て指定するものであります。

北山久恵氏は、公認会計士としての高度な専門的知識・見識および経験等に基づき、
取締役会における重要な意思決定等に際し、また監査方針の策定をはじめとする監査
役会における決議や協議にあたり、主に公認会計士としての専門的な観点から、中期
戦略の進捗に関する開示の在り方、労働災害防止策の検討、政策保有株式に係る出資
内容および会計処理に関する事項、大型設備投資における投資回収計画の在り方など
について、公平および公正な見地で積極的に発言を行い、監査機能を十分に果たして
おります。また、「4．補足説明」に記載の、当社が定める「社外役員の独立性に関
する基準」を満たしております。
これらのことから、一般株主と利益相反が生じる恐れがないと判断し、独立役員とし
て指定するものであります。



※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h． 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k． 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。
※６ 独立役員を１名以上確保できていない状況が生じた場合又は社外取締役を１名以上確保できていない状況が生じた場合、有価証券上場規程上の企業行動規範に

違反する状態が発生することとなりますので、速やかに東証の上場会社担当者までご連絡ください。


